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別添１    
                                                                                 

               衣類用防虫剤・トイレ用防臭剤に関するアンケート調査 
 

 消費生活総合センターでは、平成13年度生活安全テスト「家庭内の化学物質」として、

家庭用防虫剤等を使用したときの室内空気の調査を行っております。 

 このアンケート調査は、その一環として、衣類用防虫剤・トイレ用防臭剤の利用実態を

把握するために行うものです。よろしくご協力をお願いいたします。 

 
 このアンケートでの用語の定義は次のとおりとしますので、よろしくお願いしま

す。 
 

 防虫剤：しょう脳、ﾅﾌﾀﾘﾝ、ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ又はﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系化合物等の薬剤を使用  

     して製造した繊維害虫の加害を防ぐものをいう。  

 防臭剤：臭いを他の香り等でマスキング（被い隠す）するものをいう。  

     芳香剤、消臭剤、脱臭剤と組み合わせたものは、今回の対象としません。  

         芳香剤、消臭剤などの区別はパッケージ等に書いてあります。  

 

★衣類用防虫剤についてお聞きします。 

（問１）あなたの家庭では衣類用防虫剤を使用していますか？該当するものに○を付けて 

  ください。 

   １．使ったことがない ２．以前は使っていたが今は使っていない 

   ３．使っている 

 

問２は、問１で１又は２と答えた方にお聞きします。 

（問２）なぜ衣類用防虫剤を使っていないのですか？該当するもの１つに○を付けてくだ 

  さい。（ ）内は具体的にお書き下さい。 

  １．服等に臭いが付く（臭いがきらい） ２．値段が高い 

  ３．健康に悪い（具合が悪くなったことがある） ４．使う必要がない 

  ５．その他（        ） 

 

問３以降は、問１で３と答えた方にお聞きします。 

（問３）あなたはどのような観点から衣類用防虫剤を選んでいますか？該当するもの１つ 

  に○を付けてください。（ ）内は具体的にお書き下さい。  

  １．成分  ２．ブランド（作っている会社） ３．値段 ４．使用できる期間 

  ５．その他（      ） 

 

（問４）衣類用防虫剤をどこに使用していますか？該当するもの全てに○を付けてくださ 

  い。（ ）内は具体的にお書き下さい。  

  １．洋服タンス  ２．クローゼット ３．衣装ケース（引き出し含む） 

  ４．和タンス   ５．その他（       ） 

 

（問５）使用している衣類用防虫剤の成分は何ですか？次の表の該当する場所に○を付け 

  てください。わからない方は必ず製品名をお書き下さい。 

 



 

   （パッケージ等に成分名が書いてあります。） 

                                                                                 
 洋服タンス クローゼッ

ト 
衣 装 ケ ー

ス 
和タンス  

１．ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ      

２．ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系（ｴﾑﾍﾟﾝﾄﾘﾝ)      

３．ナフタリン      

４．しょう脳      

５．その他      

６．不明      

 

 製品名： 

 

 

（問６）衣類用防虫剤をどのような場所に使っていますか？次の表の該当する場所に○を 

  付けてください。 

                                                                                

                 
 洋服タン

ス 
クローゼ

ット 
衣装ケー

ス 
和 タ ン

ス用 
 

 用防虫剤 用防虫剤 用防虫剤 防虫剤  

１．服等を１日１回以上出し入れする場所に使用      

２．服等を１週間に１回程度出し入れする場所に使用       

３．服等を１ヶ月に１回程度出し入れする場所に使用      

４．服等を半年に１回程度出し入れする場所に使用      

５．服等を１年間に１回程度出し入れする場所に使用      

６．服等を１年以上度出し入れしない場所に使用。      

 

（問７）衣類用防虫剤を使うにあたって特に気を付けていることはありますか？具体的に 

  お書き下さい。 

 

 

 

 

★トイレ用防臭剤についてお聞きします。 

（問１）あなたの家庭ではトイレ用防臭剤を使用していますか？該当するものに○を付け 

  てください。 

   １．使ったことがない ２．以前は使っていたが今は使っていない 

   ３．使っている 

 

問２は、問１で１又は２と答えた方にお聞きします。 

（問２）なぜトイレ用防臭剤を使っていないのですか？該当するもの１つに○を付けてく 

  ださい。（ ）内は具体的にお書き下さい。 

  １．他のものを使っている（芳香剤など） ２．臭いがきらい 

  ３．健康に悪い（具合が悪くなったことがある） ４．値段が高い  



 

  ５．使う必要がない  ６．その他（        ） 

問３以降は、問１で３と答えた方にお聞きします。 

（問３）あなたはどのような観点からトイレ用防臭剤を選んでいますか？該当するもの１ 

  つに○を付けてください。（ ）内は具体的にお書き下さい。  

  １．成分  ２．ブランド（作っている会社） ３．値段 ４．使用できる期間 

  ５．その他（      ） 

 

（問４）使用しているトイレ用防臭剤の成分は何ですか？該当するものに○を付けてくだ 

  さい。わからない方は必ず製品名をお書き下さい。 

  １．ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

  ２．その他（           ） 

  ３．不明 （           ） 

    製品名： 

 

（問５）トイレ用防臭剤の交換時期はどれくらいですか？該当するものに○を付けてくだ 

  さい。 

  １．１ヶ月に１回程度 

  ２．３ヶ月に１回程度 

  ３．半年に１回程度 

  ４．１年間に１回程度 

  ５．その他（           ） 

 

★最後に記入者全員にお尋ねします。 

（問） 平成12年6月に、厚生労働省からﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ等の室内濃度に関する指針値  

 が示されたことをご存じでしたか？ 

 
《要約》  

 次の指針値は、現状に置いて入手可能な科学的知見に基づき、人がその化学物質の  

示された濃度以下の暴露を一生受けたとしても、健康への有害な影響は受けないであ  

ろうとの判断により設定された値である。  

 この指針値は、原則として全ての室内空間を対象とする。  

 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ : 100μg/ｍ３ ﾄﾙｴﾝ : 260μg/ｍ３ ｷｼﾚﾝ : 870μg/ｍ３  

 ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ : 240μg/ｍ３  

  １．はい  ２．いいえ 

 

（問） 衣類用防虫剤、トイレ用防臭剤について感じていること等がございましたら、ご 

  自由にお書き下さい。 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 
 

 



 

別添２ 使用した衣類用防虫剤・トイレ用防臭剤の表示（使用上の注意等） 
 
・ 整理タンス用防虫剤 
  使用上の注意 
 ●パッケージに記載されている使用量を守ってご使用ください。 
 ●衣類の入れ替えをするときは、部屋の換気をしてください。 
 ●幼児の手の届くところに置かないでください。 
 ●本品は食べられません。万一、食べた時は医師にご相談ください。 
 ●誤食等の対応のため、使用中はこのパッケージを保管してください。 
●ナフタリンまたはしょう脳との併用は避けてください。溶けて衣類にシミを残すこと   

があります。 
●塩化ビニール製のバッグ、スチロール製の人形及びアクリル製のブローチ等のプラス  

チック製品は、本剤におかされ変形することがあります。 
●有効期間 使用開始後約４～６ケ月（温度、収納容器及び使用状態等で一定しませ

ん。）夏期は早めに見て補給してください。 
●まれに衣類に防虫剤が、粉状または結晶になって付くことがありますが、その場合無

理に取らずに風通しの良いところにかげ干ししてください。また、ニオイが強く付

いた場合も同様にしてください。 
●タンス・衣装ケース等の密閉性のある収納容器でご使用ください。 
●用途以外には使用しないでください。 
保存方法 

 ●密閉して、温度の低い直射日光の当たらないところに保存してください。 
標準使用量 
タンスの引き出し ５０ｌ（８３×４０×１５cm）１０包 
衣 装 ケ ー ス         ５０ｌ（３３×５０×３０cm）１０包 
 
 

・ 洋服タンス用防虫剤 
  使用上の注意 
 ●幼児の手のとどく所に置かないでください。 
 ●衣類の入れ替えをするときは、部屋の適当な換気にご注意ください。 
 ●ナフタリン又はしょう脳との併用は避けてください。溶けて衣類にシミを残すことが

あります。 
 ●塩化ビニル、スチロール及びアクリル等の合成樹脂製品は、本剤におかされ変形する

ことがあります。 
有効期間 
使用開始後 約３か月 
保存方法 

 ●密閉して温度の低い所に保存してください。 
標準使用量 
洋服タンス（５００ｌ）１個 
 
 

・ トイレ用防臭剤 
 注意 
 ●本品は食べられません。 
 ●誤って食べた場合は、医師にご相談ください。 
 ●適当な換気にご注意ください。 
 ●用途以外に使用しないでください。 

 



 

別表１ 室内空気中のパラジクロロベンゼン濃度 

 

測定結果 

パラジクロロベンゼン濃度 採取開始時 採取終了時 

 

条件 

 

防虫剤等の種類 

測定場所 

条件等 

 

採取時間 

 ｐｐｍ μｇ／ｍ３ 温度（℃） 湿度（％） 温度（℃） 湿度（％） 

ＢＬＡＮＫ 0.01 56 19.6 79 22.4 66 

０～２４ｈｒ 1.90 11200 22.0 62 22.6 47 

２４～４８ｈｒ 1.60 9700 22.6 47 22.6 49 

４８～７２ｈｒ 1.00 6000 22.6 49 23.0 57 

７２～９６ｈｒ 1.60 9500 23.0 57 19.6 59 

1 整理タンス用防虫剤 

部屋 

換気なし 

９６～１２０ｈｒ 0.66 4000 19.6 59 17.6 50 

ＢＬＡＮＫ 0.12 690 19.6 62 17.2 45 

０～２４ｈｒ 0.27 1600 17.2 45 18.6 52 

２４～４８ｈｒ 0.49 3000 18.6 52 18.8 61 

４８～７２ｈｒ 0.79 4700 18.8 61 20.0 55 

７２～９６ｈｒ 0.80 4800 20.0 55 19.8 59 

2 洋服タンス用防虫剤 

部屋 

１日１回開閉、換気なし 

９６～１２０ｈｒ 0.65 3900 19.8 59 19.8 61 

ＢＬＡＮＫ 0.00 20 27.2 49 21.6 52 

０～２４ｈｒ 0.20 1200 21.6 52 19.8 72 

２４～４８ｈｒ 0.50 3000 19.8 72 19.8 76 

４８～７２ｈｒ 0.47 2800 19.8 76 21.2 78 

７２～９６ｈｒ 0.62 3700 21.2 78 23.8 49 

3 洋服タンス用防虫剤 

部屋 

開閉しない、換気なし 

９６～１２０ｈｒ 0.37 2200 23.8 49 24.2 50 

ＢＬＡＮＫ 0.09 540 24.2 50 24.2 49 

０～２４ｈｒ 0.45 2700 22.4 54 21.0 54 

２４～４８ｈｒ 0.37 2200 21.0 47 19.8 61 

４８～７２ｈｒ 0.30 1800 19.8 61 18.6 74 

７２～９６ｈｒ 0.26 1600 18.6 74 19.4 82 

4 トイレ用防臭剤 

トイレ内 

換気あり 

９６～１２０ｈｒ 0.45 2700 19.4 82 21.4 70 

ＢＬＡＮＫ 0.16 950 19.8 51 18.6 61 

０～２４ｈｒ 7.79 47000 17.6 61 19.8 68 

２４～４８ｈｒ 7.60 46000 19.8 68 19.6 53 

４８～７２ｈｒ 6.99 42000 19.6 53 19.4 47 

７２～９６ｈｒ 7.26 44000 19.4 47 18.2 64 

5 トイレ用防臭剤 

トイレ内 

換気なし 

９６～１２０ｈｒ 7.15 43000 18.2 64 18.6 61 

ＢＬＡＮＫ 0.22 1300 19.8 51 18.6 61 

０～２４ｈｒ 0.70 4200 17.6 61 19.6 70 

２４～４８ｈｒ 0.81 4400 19.6 70 19.4 54 

４８～７２ｈｒ 1.10 6900 19.4 54 19.6 48 

７２～９６ｈｒ 0.92 5400 19.6 48 18.8 54 

6 トイレ用防臭剤 

トイレ横のキッチン 

換気なし 

９６～１２０ｈｒ 0.87 5600 18.8 54 18.8 57 

（参考） ベランダ 0.00 20 21.2 78 23.8 46 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

別表２ 各繊維素材へのパラジクロロベンゼンの吸着量 

単位：mg/100cm2 

時間 
 

５分後 ２時間後 ５時間後 ７．５時間後 ２４時間後 

1 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

2 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 レーヨン 

平均 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

1 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

2 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 絹 

平均 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

1 2.04 1.96 1.66 1.65 1.36 

2 1.31 1.24 1.20 1.15 1.14 ポリエステル 

平均 1.68 1.60 1.43 1.40 1.25 

1 0.27 0.17 0.13 0.11 0.06 

2 0.14 0.09 0.08 0.04 0.00 綿 

平均 0.20 0.13 0.10 0.08 0.03 

1 2.11 1.81 1.67 1.68 1.48 

2 2.01 1.69 1.63 1.44 1.38 ナイロン 

平均 2.06 1.75 1.65 1.56 1.43 

1 1.68 1.52 1.33 1.29 1.03 

2 1.50 1.38 1.32 1.23 1.13 毛 

平均 1.59 1.45 1.32 1.26 1.08 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

別表３ 衣類からのパラジクロロベンゼン曝露濃度 

 

曝露濃度（ｐｐｍ） 曝露濃度（μg/m3） 
  

１日目 ２日目 ３日目 １日目 ２日目 ３日目 

1 0.16 0.01 0.00 960 74 0 

2 0.17 0.01 0.00 1000 53 0 ワンピース 

平均 0.17 0.01 0.00 1000 64 0 

1 0.15 0.00 0.00 920 19 0 

2 0.33 0.01 0.00 2000 73 0 着物 

平均 0.24 0.01 0.00 1500 46 0 

1 0.19 0.01 0.00 1100 47 0 

2 0.03 0.00 0.00 210 0 0 ブラウス 

平均 0.11 0.00 0.00 670 24 0 

1 0.08 0.02 0.02 510 100 93 

2 0.02 0.00 0.00 110 0 0 ワイシャツ 

平均 0.05 0.01 0.01 310 50 46 

1 0.08 0.04 0.00 480 230 0 

2 0.52 0.04 0.03 3100 220 190 コート 

平均 0.30 0.04 0.02 1800 220 93 

1 0.13 0.04 0.02 750 220 130 

2 0.02 0.00 0.00 110 0 0 フリース 

平均 0.07 0.02 0.01 430 110 63 

1 1.34 0.05 0.02 8000 310 130 

2 1.23 0.05 0.04 7400 310 210 カーディガン 

平均 1.28 0.05 0.03 7700 310 170 

1 1.07 0.10 0.04 6400 580 270 

2 0.30 0.02 0.01 1800 92 77 セーター 

平均 0.68 0.06 0.03 4100 340 170 

1 0.36 0.02 0.02 2200 140 120 

2 0.43 0.02 0.02 2600 150 94 スーツ 

平均 0.40 0.02 0.02 2400 140 110 

1 0.95 0.07 0.02 5700 400 130 

2 1.77 0.14 0.08 11000 860 500 パーカー 

平均 1.36 0.10 0.05 8200 630 310 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

○室内空気中化学物質の室内濃度指針値及び標準的測定方法について  
(平成一二年六月三〇日 ) 

(生衛発第一〇九三号 ) 
(各都道府県知事・各政令市市長・各特別区区長あて厚生省生活衛生局長通知 ) 

近年、住宅の高気密化や化学物質を放散する建材・内装材の使用等により、新築・

改築後の住宅やビルにおいて、化学物質による室内空気汚染等により、居住者等の

様々な体調不良が生じていることが指摘されている。症状が多様で、症状発生の仕

組みをはじめ、未解明な部分も多く、また様々な複合要因が考えられることから、「シ

ックハウス症候群」と呼ばれている。  
厚 生 省 で は 、 平 成 九 年 六 月 に 「 快 適 で 健 康 的 な 住 宅 に 関 す る 検 討 会 議 」 小 委 員 会

報告により、ホルムアルデヒドの室内濃度指針値を設定したほか、「快適で健康的な

住 宅 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 」 の 作 成 、 室 内 空 気 汚 染 の 実 態 調 査 、 研 究 の 推 進 な ど 、

この問題に取り組んできたところである。  
現 在 、 関 係 省 庁 と 連 携 し て 、 シ ッ ク ハ ウ ス 対 策 の 総 合 的 な 推 進 に 取 り 組 ん で い る

ところであるが、今般、「シックハウス (室内空気汚染 )問題に関する検討会」 (座長：

林  裕造  前北里大学客員教授 )の中間報告を踏まえ、左記のとおり、室内空気化学

物 質 の 室 内 濃 度 指 針 値 及 び 標 準 的 な 測 定 方 法 を 定 め た の で 、 各 都 道 府 県 、 政 令 市 、

特別区におかれては、建築物衛生その他の生活衛生対策の推進に活用するとともに、

市町村、関係団体、住民等への周知を図るようお願いする。  
ま た 、 保 健 所 及 び 地 方 衛 生 研 究 所 に お い て 、 シ ッ ク ハ ウ ス 症 候 群 及 び 室内空気 汚

染 の 問 題 に 関 す る 相 談 及 び 測 定 等 の 体 制 の 充 実 に 努 め て い た だ く よ う 、 特 に お 願 い

申し上げる。  
な お 、 今 後 、 そ の 他 の 個 々 の 揮 発 性 有 機 化 合 物 の 室 内 濃 度 指 針 値 の 策 定 、 総 揮 発

性 有 機 化 合 物 (TVOC)の 指 針 値 の 策 定 、簡易測定法を含め目的に応じた測定方法の目

録 作 成 と 検 証 、 保 健 所 ・ 地 方 衛 生 研 究 所 に お け る 測 定 ・ 相 談 マ ニ ュ ア ル の 作 成 な ど

を行うこととしていることを申し添える。  
記  

一 室内濃度指針値について  
左表の四物質の室内濃度指針値は、それぞれ同表に示すとおりとする。  
こ れ ら の 物 質 は 、 実 態 調 査 の 結 果 、 一 部 の 家 屋 で 非 常 に 高 い 汚 染 が 認 め ら れ た

ことを受けて、最初の指針値策定の対象として選定したものである。  
こ の う ち 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 指 針 値 は 、 三 〇 分 平 均 値 と し て の 数 値 で あ り 、

短 期 間 の 暴 露 に よ っ て 起 こ る 毒 性 を 指 標 と し て 策 定 し た も の で あ る の に 対 し 、 ト

ル エ ン 、 キ シ レ ン 、 パ ラ ジ ク ロ ル ベ ン ゼ ン の 指 針 値 は 、 長 期 間 の 暴 露 に よ っ て 起

こる毒性を指標として策定したものである。  
ま た 、 こ の 指 針 値 は 、 原 則 と し て 、 全 て の 室 内 空 間 を 対 象 と す る も の で あ る 。

住 宅 以 外 の 空 間 へ の 適 用 の 在 り 方 に つ い て は 、 引 き 続 き 検 討 す る こ と と し て い る

が 、 オ フ ィ ス ビ ル 、 病 院 等 の 医 療 機 関 、 福 祉 施 設 、 学 校 等 の 教 育 施 設 、 官 公 庁 施

設 、 車 両 等 、 比 較 的 長 時 間 に わ た っ て 居 す る 可 能 性 の あ る 空 間 へ の 適 用 も 考 慮 す

る こ と が 望 ま れ る 。 工 場 そ の 他 の 特 殊 な 化 学 物 質 発 生 源 の あ る 室 内 空 間 は 、 別 途

検討されることが必要である。  
な お 、 こ の 指 針 値 は 、 現 状 に お い て 入 手 可 能 な 科 学 的 知 見 に 基 づ き 設 定 さ れ た

値 で あ り 、 今 後 新 た な 知 見 や 、 国 際 的 な 評 価 作 業 の 進 捗 を 踏 ま え 、 必 要 が あ れ ば

変更され得るものである。  

揮発性有機化合

物  

室内濃度指針値※  指針値の毒性指標  

ホ ル ム ア ル デ ヒ

ド  

一〇〇μ g／ m3 (〇・

〇八 ppm) 
ヒト暴露における鼻咽頭粘膜への刺激  

トルエン  二六〇μ g／ m3 (〇・

〇七 ppm) 
ヒ ト 暴 露 に お け る 神 経 行 動 機 能 及 び 生 殖

発生への影響  

キシレン  八七〇μ g／ m3 (〇・

二〇ppm) 
妊 娠 ラ ッ ト 暴 露 に お け る 出 生 児 の 中 枢 神

経系発達への影響  

パ ラ ジ ク ロ ロ ベ

ンゼン  

二四〇μ g／ m3 (〇・

〇四 ppm) 
ビ ー グ ル 犬 暴 露 に お け る 肝 臓 及 び 腎 臓 等

への影響  

資料 



 

※両単位の換算は、二五度の場合による  
ホルムアルデヒドの指針値の設定の根拠は、別添一参照。  
ト ル エ ン 、 キ シ レ ン 及 び パ ラ ジ ク ロ ル ベ ン ゼ ン の 指 針 値 の 設 定 の 根 拠 は 、 別

添二参照。  
二 標準的測定方法について (詳細については、別添三参照 ) 

(一 ) 対象となる室内空気化学物質  
ホルムアルデヒド、及びトルエン、 o- ,p- ,m-キシレン、 p- ジクロロベンゼン等

のその他の揮発性有機化合物  
(二 ) 採取方法  

新 築 住 宅 に お け る室内空気 中 化 学 物 質 の 測 定 は 、室 内 空 気中 の 揮 発 性 有 機 化

合 物 の 最 大 濃 度 を 推 定 す る た め の も の で 、 三 〇 分 換 気 後 に 対 象 室 内 を 五 時 間 以

上密閉し、その後概ね三〇分間採取して測定した濃度 (μ g／ m3 )で表す。採取の

時 刻 は 揮 発 性 有 機 化 合 物 濃 度 の 日 変 動 で 最 大 と な る と 予 想 さ れ る 午 後 二 時 か ら

三時頃に設定することが望ましい。  
居 住 住 宅 に お け る室内空気 中 化 学 物 質 の 測 定 は 、 居 住 、 平 常 時 に お け る 揮 発

性 有 機 化 合 物 の 存 在 量 や 暴 露 量 を 推 定 す る た め の も の で 、 二 四 時 間 採取して測

定した濃度 (μg／m3)で表す。  
空 気 試 料 の 採 取 場 所 は 、 居 間 、 寝 室 及 び 室 外 の 計 三 ケ 所 と す る 。 室 内 濃 度 の

値は、居間又は寝室のうち高い方の値を記載し、評価の対象とする。  
(三 ) 測定方法  

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド は 、 DNPH 誘導体化固相吸着／溶媒抽出－高 速 液 体 ク ロ マ

トグラフ法によるものとする。  
そ の 他 の 揮 発 性 有 機 化 合 物 は 、 固 相 吸 着 ／ 溶 媒 抽 出 法 、 固 相 吸 着 ／ 加 熱 脱 着

法 又 は 容 器 採 取 法 と ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ／ 質 量 分 析 法 の 組 合 せ に よ る も の と す

る。  
(四 ) その他  

上 記 に つ い て は 、 同 等 以 上 の 信 頼 性 が 確 保 で き る 方 法 で あ れ ば 、 設 定した標

準 的 な 方 法 に 代 え て 用 い て も 差 し 支 え な い 。 ま た 、 簡 易 測 定 法 を 含 め 目 的 に 応

じた測定方法の目録作成と検証を、今後行っていくこととする。  
な お 、 ス ク リ ー ニ ン グ の 目 的 で 簡 易 な 方 法 を 用 い る 場 合 等 に は 、 化 学 物 質 濃

度 の 過 小 評 価 が 行 わ れ な い よ う 配 慮 す る と と も に 、 測 定 値 が 指 針 値 に 適 合 し て

い る か 否 か の 最 終 的 な 判 定 を す る 場 合 に は 、 設 定 さ れ た 標 準 的 な 方 法 に よ り 行

うよう留意するべきである。  
 

(別添 1)（省略）  
(別添 2)（省略）  
 

トルエン、キシレン及びパラジクロロベンゼンの室内濃度に関する指針値  
1 トルエン（省略）  
2 キシレン（省略）  
3 パラジクロロベンゼン  

(1)  パラジクロロベンゼンについては、平成 9 年 8 月に家庭用品専門家会議 (毒
性 部 門 ) に お い て リ ス ク 評 価 が 行 わ れ 、 耐 容 平 均 気 中 濃 度 を 590 μ

g/m3 (0 .10ppm)と設定している。この時の評価の骨子については次のとおりで

ある 21)。  
①  得 ら れ て い る デ ー タ に よ れ ば 、 パ ラ ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン の 発 が ん 性 は マ ウ

ス の 種 特 異 的 な 高 感 受 性 の 結 果 に よ る も の で あ り 、 ヒ ト へ の リ ス ク 評 価 に

反 映 さ せ る こ と は 困 難 で あ る 。 パ ラ ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン は 齧 歯 類 で の 非 遺 伝

子傷害性発がん物質であり、その発がん性には閾値があると考えられる。  
②  ラ ッ ト 及 び マ ウ ス を 用 い た 吸 入 に よ る が ん 原 性 試 験 が 実 施 さ れ た と こ ろ 、

それぞれの試験における NOAEL は次のとおりである。  
・マウスにおいて肝臓腫瘍及び非腫瘍性の肝細胞肥大が 300ppm 群 の み に

認 め ら れ た 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 肝 臓 障 害 に 関 す る NOAEL は 75ppm
である。  

・マウス雄の 300ppm 群 で 、 近 位 尿 細 管 上 皮 の 空 胞 発 生 頻 度 が 増 加 し た 。



 

また、ラット雄の 3 0 0 p p m 群で腎乳頭部集合管への鉱質沈着、腎盂の尿

路 上 皮 の 過 形 成 の 増 加 が み ら れ た 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 腎 臓 障 害 に 関

する NOAEL は 75ppm である。  
特に雌ラットにおいて、 3 0 0 p p m 群では鼻腺の呼吸上皮化生が認められ、

鼻腔上皮のエオジン好性変化が 75ppm 群まで認められた。この変化は、雌

で は 用 量 に 依 存 し て 、 そ の 変 化 の 程 度 も 強 く な っ て い る が 、 雄 で は こ の 傾

向は低かった。これらから、慢性鼻腔粘膜組織変化の NOAEL は 20ppm で

ある。  
③  ラ ッ ト を 用 い た 経 口 に よ る 二 世 代 繁 殖 試 験 の 報 告 に よ れ ば

(N.Bornatowiez，et  a l．，Wien．Kl i n．Wochens c hr．，106，345－ 353(1994) )、
両世代の生殖器系に変化はみられなかったが、親動物の雄の 270mg/kg 群で

腎毒性と肝・腎重量の増加、仔動物 ( F 1 )では肝臓重量の増加が 90mg/kg 群

で 観 察 さ れ た 。 ま た 、 90 及び 2 7 0 m g / k g 群 で 出 産 時 の 生 存 仔 数 の 減 少 、 授

乳期 間 に お け る 死 亡 仔 数 の 増 加 、 生 存 仔 の 体 重 減 少 、 仔 の 発 育 観 察 項 目 で

の変 化 、 両 世 代 に お け る 腎 変 化 が 観 察 さ れ た 。 以 上 の 結 果 か ら 、 生 殖 試 験

での NOAEL は 270mg/kg /day、F0、F1 の親動物の NOAEL は 30mg/kg /day、
発 育 に 関 す る NOAEL は 3 0 m g / k g / d a y と結論された。なお、著 者 ら は 、 経

口での 30mg/kg /day は気中暴露ではおよそ 450mg/m3 (75ppm)に該当すると

している。  
④  これらの値から耐容平均気中濃度を求めるにあたって、次の UF を採用し

た。  
UF＝100：種差 (10)×個体差 (10) 

⑤  以上の NOAEL、 U F と 実 験 条 件 を 考 慮 し て 、 耐 容 平 均 気 中 濃 度 を 次 の よ

うに算出した。  
・肝臓・腎臓障害及び二世代影響を基礎とした場合：  

NOAEL＝75ppm(450mg/m3) 
動物実験条件は、6hr/day、5days /week であるので、これが 1 日 24 時間、

1 週 7 日間に平均化して暴露されたと考えると、平均化した暴露濃度は、  
450(mg/m3)×30/7(hr/day)/24(hr/day)＝80.4mg/m3 となる。  
ラットの呼吸量は 0.29m3/day なので、ラットの一日あたりの摂取量は、  
80.4(mg/m3)×0.29(m3/day)＝23.3mg/day である。  
雌ラットの体重は 0.35kg であるので、体重 1kg あたりでは、  
23.3(mg/day)／0.35(kg)＝67.0mg/kg/day となる。  
これを UF＝100 で除し、TDI を求めると、  
TDI＝67.0／100＝0.67mg/kg/day となる。  
日 本 人 の 平 均 体 重 を 50kg、一日あたりの呼吸量を 15m 3 とすると、耐容

平均気中濃度は、  
0.67(mg/kg/day)×50(kg)／15(m3/day)＝2.23mg/m3 となる。  
ppm 換算では、0.37ppm ということになる。  

・鼻腔粘膜組織変化を基礎とした場合：  
NOAEL＝ 20ppm(120mg/m 3 )と UF＝ 100 を基に、同様に計算した耐容平

均気中濃度は、0.10ppm(0.59mg/m3)である。  
⑥  こ れ ら の う ち 小 さ い 数 値 を 選 び 、 耐 容 平 均 気 中 濃 度 を

0.10ppm(0.59mg/m3)とした。  
(2)  今 般 、 パ ラ ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン の 室 内 濃 度 指 針 値 を 設 定 す る に あ た り 、 ご く

最 近 ま で の パ ラ ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン に 関 す る 毒 性 研 究 報 告 に つ い て 調 査 し た と

ころ、前回のリスク評価の際には入手できなかった文献データ 22)を新たに入

手した。当該文献データの毒性評価の概要は、次のとおりである。  
ビ ー グ ル 犬 を 用 い た 強 制 経 口 投 与 に よ る 反 復 投 与 毒 性 試 験 が 実 施 さ れ た 。

対照群及び 3 投与群 ( 10，50 及び 75mg/kg /day 群 )を設け、各群雌雄 5 匹に対

し、週 5 日、 1 年間の投与を行ったとこ ろ、 7 5 m g / k g / d a y 投 与 群 (投与開始時

点では 150mg/kg /day で あ っ た が 死 亡 例 が 認 め ら れ た こ と か ら 、 3 週間目に

100mg/kg /day に、 6 週間目に 75mg/kg /day に投与量を変更している ) では雌

雄に貧血、脾臓の髄外造血、胆管増生、腎尿細管上皮空胞化 (10mg/kg /day 投

与群でも 1 例 )が、雌に血小板数の増加、 ALT 及び GGT の上昇、副腎相対重



 

量の増加、赤血球過形成が、雄に肝門脈性炎症が認められた。ま た 、50mg/kg /day
以上の投与群では、雌雄に肝重量の増加、 A L P の上昇、肝細胞肥大 (一部の動

物 で 肝 細 胞 色 素 沈 着 を 伴 う ) が 、 雌 に 腎 重 量 の 増 加 が 認 め ら れ 、 50mg/kg /day
投与群では雌に甲状腺重量の増加が認められた。  

以上により、NOAEL は 10mg/kg/day とされた。  
(3)  毒 性 に 関 し て は 、 ヒ ト で の 研 究 報 告 を 含 め 、 他 に 注 目 す べ き 知 見 を 示 唆 す

る最近の研究報告は、特に見いだされていない。  
(4)  以 上 の 知 見 か ら 、 ヒ ト に 対 す る パ ラ ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン の 毒 性 影 響 を 考 慮 す

る に 当 た っ て は 、 本 来 で あ れ ば 望 ま れ る ヒ ト の 暴 露 に 関 す る 研 究 報 告 が 見 い

だ せ な い こ と に か ん が み 、 上 記 (2 )におけるビーグル犬の肝臓や 腎 臓 な ど へ の

投 与 影 響 が 示 唆 さ れ た 1 0 m g / k g / d a y が 、 ビ ー グ ル 犬 で の NOAEL と考えられ

る。  
(5)  上記 (2 )に お け る 暴 露 条 件 は 、 5days /week であるので、これが 1 週 7 日間

に平均化して暴露されたと考えると、1 週間平均の NOAEL は、  
10(mg/kg/day)×5(days/week)/7(days/week)＝7.14mg/kg/day となる。  

(6)  UF については、種差として 10、個体差として 10 となり、これらを乗じる

と 100 になる 23)。  
(7) NOAEL を UF で除すことによって、  

7.14(mg/kg/day)/100＝0.0714mg/kg/day となる。  
(8) 日本人の平均体重を 50kg、一日当たりの呼吸量を 15m3 とすると 21)、  

0.0714(mg/kg/day)×50(kg)/15(m3/day)=0.24mg/m3＝240μg/m3 となる。  
これを ppm に換算すると、0.040ppm となる。  

(9)  以 上 の 結 果 を 考 慮 す る と 、 ビ ー グ ル 犬 に お け る 強 制 経 口 投 与 で 認 め ら れ た

肝 臓 や 腎 臓 な ど へ 影 響 を 与 え る 用 量 を 吸 入 暴 露 に 換 算 し た 値 が 最 も 低 い こ と

か ら 、 パ ラ ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン の 室 内 濃 度 に 関 す る 指 針 値 は 240 μ

g/m3(0.040ppm)と設定することが適当とされた。  
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